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双子分娩及び死産が産後の繁殖成績に及ぼす影響と

子宮内環境改善による繁殖性向上効果の検討（第1報）

森川繁樹・福井弘之

要 約

乳用牛の繁殖性の低下は近年の酪農経営において喫緊の課題となっている。一方で高泌乳化や受

精卵移植の普及並びに産子の大型化等により，双子分娩率及び死産率が増加傾向にある。そこで，

本県において双子出産及び死産が分娩後の繁殖成績に及ぼしている影響について，牛群検定データ

及び酪農家における受胎調査等を基に調査した。双子分娩及び死産であった牛は，次産までの予測

分娩間隔が単子出産の牛と比較して長い傾向にあり，分娩後の受胎成績も低い傾向にあった。また，

受胎調査において2回以上の交配を行って不受胎であった牛については，2%ポピドンヨード液の注

入または子宮洗浄を実施し子宮内環境の改善を試みたところ，処置後の受胎成績が無処置の牛と比

較して向上した。

目 的

乳用牛の平均分娩間隔は延長傾向にあり，特に

徳島県の酪農家における平均値は全国平均よりも

長く，喫緊の課題となっている。一方，高泌乳化

により複数排卵が起こりやすくなり，双子分娩率

も増加している1,2）。また，受胎率の向上効果が

あるとして，受精卵移植を利用した「追い移植」

3,4），「2卵移植」5）という方法も普及しており，

双子分娩増加の原因の1つとなっている。さらに，

体型改良による出生子牛の大型化6,7,8）もあり，

本県では死産率も増加傾向にある。そこで本研究

では，県内酪農家の牛群検定データ及び，野外受

胎調査を基に，双子出分娩び死産が分娩後の繁殖

成績に及ぼす影響を調査すると共に，その対策の

１つとして子宮内環境の改善による繁殖性向上効

果を検討した。

材料および方法

１）牛群検定データ調査

牛群検定を実施している酪農家17戸において，

2021年4月及び12月の検定時点で次産の分娩予定

日が判明している乳用牛のべ599頭を抽出した。

これらの牛の直近の分娩産子について調査し，雌

単子分娩のべ315頭，雄単子分娩のべ250頭，双子

分娩または死産であった（以下 双子・死産）の

べ34頭の間で，次産までの予測分娩間隔の平均値

を比較した。

２）受胎調査

同地域に位置し牛群検定成績及び飼養形態が類

似する酪農家2戸において，2021年4月～12月に交

配した50頭を対象に受胎調査を行った。雌単子分

娩27頭，雄単子分娩18頭，双子・死産の5頭の間

で，分娩後2回以内の交配で受胎した牛の割合を

比較した。交配は人工授精（AI)もしくは受精卵

移植（ET)とし，使用する精液，受精卵の種類に

ついては限定せず，畜主の選択に依ることとした。

３）子宮内環境改善による受胎成績への効果検証

受胎調査において分娩後2回の交配で受胎しな

かった牛18頭のうち10頭について，3回目もしく

は4回目の交配時に子宮内環境の改善を図ること
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を目的に2%ポピドンヨード液(2%PI液)を50 ml注

入した。10頭中7頭はAI，3頭はETによる交配を行

い，AIの場合，AI後12～24時間に2%PI液を注入し，

ETの場合は発情を確認した時点で注入し，その7

日後にETを実施した。これにより受胎しなかった

牛については子宮洗浄を実施した。子宮洗浄は，

乳酸加リンゲル液２Lを子宮内に留置したカテー

テルを通して還流させて行った。子宮洗浄後，ク

ロプロステノール製剤を投与し，発情を確認した

個体に交配した。8頭は無処置とし，処置群と5回

目の交配までに受胎した牛の割合を比較した。

各区間の差については，「R Commander ver 2.6

-2」の1元配置分散分析およびカイ二乗検定によ

り統計処理を実施した。

結 果

（１）牛群検定データの比較

双子・死産の牛の次産までの分娩間隔は，単子

分娩の牛と比較して長くなる傾向にあった（図1）。

統計学的に有意ではないが，平均値では約25日の

差が認められた。

図１ 産子の違いによる分娩間隔の比較

（２）受胎調査結果の比較

分娩後2回以内の交配で受胎した牛の割合は，

単子分娩と比較して双子・死産の牛で低かった。

雌単子を分娩した牛は約48%が2回以内に受胎し，
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雄単子を分娩した牛（33%）と比較して，受胎成

績が高い傾向にあった（図2）。

（３）子宮内環境改善による受胎成績向上効果

2%PI液を注入した牛10頭のうち6頭が受胎した。

さらに子宮洗浄を実施した牛を含めると10頭中8

頭が受胎し，無処置群と比較して受胎成績が高い

傾向にあった（図3）。

図2 分娩後2回以内の交配で受胎した牛の割合

図3 子宮環境の改善処置により受胎した牛の割合

考 察

今回の調査結果より，双子分娩もしくは死産で

あった牛は，分娩後の繁殖成績が低下する可能性

が示された。これまでにも，乳牛における双子分

娩は分娩後の繁殖性を低下させる9）と報告されて

おり同様の結果が得られた。一方，酪農家におけ

る受胎調査では，牛群検定データ調査結果と異な

り，雌単子分娩の方が雄単子分娩と比較して受胎

成績が高い傾向にあった。これは雄産子の方が体
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格が大きく，子宮への負荷が強かったことが原因

と推察する。本報告ではデータを示していないが，

受胎調査の対象牛が分娩した雄産子はホルスタイ

ン種または大型の気高系黒毛和種の割合が多かっ

た。これらの結果から，双子分娩，死産または大

型産子分娩は，子宮への負荷が大きいことで繁殖

性を低下させていると想定し，2%PI液の注入およ

び子宮洗浄により子宮内環境の改善を試みたとこ

ろ，受胎成績が向上した。これまでに難産では子

宮内膜炎の発症率が高まる10）ことも報告されて

いることから，双子分娩等，出産時に子宮への負

荷が考えられた牛については，分娩後の交配開始

前に子宮内環境を改善する必要があると考える。

また，双子出産・大型産子出産のリスクを考慮し

たうえで交配方法を決定することも重要である。

他方，望月ら9）は，双子分娩牛の繁殖性の低下は，

分娩前後の摂取エネルギーの不足等が原因と報告

していることから，本調査においても栄養学的側

面からの検討を加える必要がある。今後もデータ

を蓄積し報告内容を精査する。
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